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新しい春の芽吹き、続々
３月のトピックスをご紹介

新しい春の
芽吹き、続々。
３月のトピックを
チェック！
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東京モーターショー 2025、次世代モビリティの未来を展望

3 月 29〜30 日にかけて、東京ビッグサイトで「東京モーター
サイクルショー 2025」が開催される予定。自動車業界の最
新技術や未来のモビリティビジョンが一堂に会する。電気
自動車、自動運転技術、コネクテッドカーなど、次世代の
自動車技術が注目を集める。国内外の自動車メーカーや関
連企業が参加し、業界の方向性を示す重要なイベントとな
る見込み。

2025 年度新入社員、就職氷河期世代の
子どもたちが主力に
2025 年度の新入社員の多くが、就職氷河期世代の子どもた
ちとなる。この世代は、デジタルネイティブでありながら、
親世代の経験から就職や経済に対する慎重な姿勢を持つ傾
向がある。企業は、彼らの特性を理解し、適切な教育・育
成プログラムを準備することが求められる。長期的なキャ
リア形成支援や柔軟な働き方の提供が重要となる。

2025 年度予算案、国会での審議大詰め

2025 年度予算案の国会審議が 3月に大詰めを迎える。高齢
化に伴う社会保障費の増大や、防衛費の扱いなどが焦点と
なる見込み。また、デジタル化推進やグリーン成長戦略関
連の予算配分にも注目が集まる。財政健全化と経済成長の
両立を図る難しい舵取りが求められる中、予算案の内容が
今後の日本経済に与える影響は大きい。

働き方改革関連法、中小企業への適用 5年目に突入

2025 年 3 月で、働き方改革関連法の中小企業への適用が 5
年目を迎える。長時間労働の是正や有給休暇の取得促進な
ど、これまでの取り組みの成果と課題が明らかになってく
る時期。特に、人手不足が深刻な中小企業では、生産性向
上と労働環境改善の両立が引き続き課題。政府や関係機関
による支援策の拡充も期待される。


